
ＣＯＭＰＡＮＹ
会社概要

京都エレベータ株式会社

創立 ：１９８３年１２月

所在地 ：京都府京都市下京区岩上通高辻下る吉文字町４５７

事業内容：エレベーター、エスカレーター、小荷物専用昇降機の保守点検・修理・販売・設計・施工

経営理念：「お客様第一主義」「安全安心を守る」「働き甲斐のある会社」「目標に向かい限りなき挑戦を続ける」

従業員数：５９名【男女比９：１】

平均年齢：３２歳

世代構成：【１０・２０代】３９％、【３０代】２５％、【４０代】２５％、【５０・６０代】１１％
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健康経営
とは・・・

従業員の健康管理を経営的な視点から考え、
戦略的に実践する仕組みです。

体調不良だと作業
効率が下がります。

体調良いと仕事が
はかどるね。





貴社の現状に
ついて

• 社内健康意識アンケート結果

• ラフールサーベイ調査結果（プレゼン
ティズム値）

• ヘルスリテラシ結果

• 健康診断結果



社内健康意識アンケートの結果

Q.1 あなたは健康だと思いますか？ Q.2 あなたは現在、健康に関して何らかの
不安をお持ちですか？

「健康」20％ 「不健康」35.6％ 「健康に不安がある」68.1％



社内健康意識
アンケートの結果

• 「体力の衰え」が断トツで、「肥満」への不安が

みられました

体型を気にされている方が半数以上！

健康にとって最もリスクとなることは？
生活習慣病を引き起こす生活習慣



社内健康意識アンケート結果

喫煙している方でタバコを辞めたい方は

半数以上！！



社内健康意識アンケート



２０２２年９月～２０２３年１月の調査結果の平均値：７３.５％ 
２６．５％の損失×人件費＝生産性損失額

ラフールサーベイ プレゼンティズム調査結果



ヘルスリテラシー値

ＣＣＨＬ尺度 ５） 強くそう思う ４） そう思う ３） どちらとも言えない ２） あまりそう思わない １） 全くそう思わない 平均点

①新聞、本、テレビ、インター
ネットなど複数の情報源から情報
を集められる

10 60 63 12 3 3.1

②沢山ある情報の中から、自分の
求める情報を選び出せる 10 56 66 14 2 3.1
③知り得た情報を理解し、人に伝
えることが出来る 10 36 72 22 1 3.0
④知り得た情報がどの程度信頼で
きるか判断できる 10 44 72 18 1 3.1
⑤知り得た情報をもとに健康改善
のための計画や行動を決めること
ができる

15 36 72 20 1 3.1

平均点合計
15.4/25.0点



健康診断結果

メタボリックシンドローム予備軍が倍増！



調査結果内容

２０代と若い社員が多く、現在は健康

と感じているが、体型や体力の衰えを

感じ始め、体力面・健康面に不安を感

じ始めていっているのが感じられます。

健康に不安を感じている社員が７割い

る事から、健康診断結果やストレス

チェックは実施してますが、その後の

フォローアップが出来ていない。自分

で情報収集はするが、専門家の助言を

受ける環境が整っていないので解決に

至っていない。

喫煙する方で、

６割近くがやめたいと思われている。



健康経営に向
けた提案

貴社の良い取り組み・改善が見込める取り組み



貴社の良い取り組み

・４年連続優良法人認定

２０１９年から健康経営優良法人認定（中小規模法人部門）に取り組み連続認定を果たしている。

２０２３年申請中

・健康経営推進委員会

１年前より健康経営推進委員会が月１回開催され、若手を中心に意欲の高いメンバーで健康経営に

取り組む体制が構築されている。

・ラフールサーベイの導入

日々のコンディションの記録と毎月のサーベイで自身の健康状態を把握しセルフケアメディケー

ションを実現している。

・ヘルスリテラシー対策

健康意識アンケートから抽出したヘルスケアセミナーを年間５回実施。社員全体の意識向上に

繋がっている。



さらに改善が見込める取り組み

・健康課題見える化

健康結果のデータヘルス化を推進し、個人の健康目標を明確化する。

・サポート体制（保険指導の対策）

健診結果に対して専門家の助言を受ける機会がなく、生活習慣病を重症化させるケースも多いので、

専門家のアドバイスを身近に受けられる環境を整える。（ともいく互助グループとの共同）

・プレゼンティズム改善

総損失額は人件費の２０％。メンタル・フィジカル・エンゲージメントを向上させる取り組みで

プレゼンティズム１０％削減を目指す

・Well-being幸福度向上推進

幸福度向上は生産性向上、創造性向上のみならず、離職率、欠勤率の低下、重大事故の低減に

つながる取り組みとして注目されています。

・喫煙率の低下

禁煙チャレンジ制度の導入（喫煙率25.5%→15％）



禁煙治療とは

2006年4月より禁煙治療に健康保険が適
用されるようになりました。施設基準を
満たした施設で、患者基準を満たす患者
さんに対し、12週間に5回の禁煙治療に
健康保険が適用されます。禁煙治療は貼
り薬や飲み薬を使って、ご自分でされる
よりもずっとラクにそして確実に禁煙で
きる方法です。



禁煙治療を受けることのできる方

以下の要件をすべて満たした方のみ、12週間に5回の禁煙治
療に健康保険が適用されます。

ニコチン依存症に係る

スクリーニングテスト

(TDS)で5点以上、ニコ

チン依存症と診断され

た方

35歳以上の場合、ブリ

ンクマン指数（＝1日

の喫煙本数×喫煙年

数）が200以上の方

直ちに禁煙することを

希望されている方

「禁煙治療のための標

準手順書」[2]に則った

禁煙治療について説明

を受け、当該治療を受

けることを文書により

同意された方



治療の流れ

※オンライン診療も可能です。

※４月～９月の間に治療を終えて翌
年３月末まで禁煙達成すると社内イ
ンセンティブ制度でポイント獲得
（治療費一部負担分）３月に表彰し
ます。



サポート体制
気軽に相談できる相談窓口の設置・個別相談

産業医・保健師の活用

年１.２回の健康相談（ストレスチェックによる高ストレス者との面談・健診結果の相談など）

電話相談の活用

「京都市こころの健康増進センター」きょう・こころ・ほっとでんわ（075-321-5560）

SNS相談の活用

「京都大学ＬＩＮＥこころの相談室」ＬＩＮＥアプリで「心理相談」と「働き方タイプ診断」の利用

ができます。

カウンセリングの活用

専門のカウンセラーへ気軽に相談ができるオンラインサービス。



健康リスクを
見える化し、
一人一人の健
康意識を高め
ます



自身の健康状
態を把握しセ
ルフケアメ
ディケーショ
ンを実現する



食生活のヘル
ステラシーを
高め、生活習
慣病やメンタ
ルヘルス対策
に役立てたい



生産性向上、創
造性向上のみな
らず、離職率、
欠勤率の低下、
重大事故の低減
につながる



マンツーマンの
ストレッチは、
効率よく深層筋
を短時間で伸ば
すことができ、
血行を促進し、
代謝を上げ、美
容に高い効果を
発揮します



全社員が参加で
きるインセン
ティブ制度を導
入し、可視化で
きるように月次
で周知する



総合的な取り組
みが評価される
ものであり京都
での認定企業は
12社。目標とし
て適切です



今後のスケ
ジュール

健康経営認定取得まで



健康経営推進 体制図

健康経営推進室

田中社長 小林部長

健康づくり推進委員会

委員長 ：小林

副委員長：松本

運動推進

リーダー：上田（貫）

メンバー

上田（貫）・松本・

高橋（拓）・ 松田・原澤

食生活改善

リーダー：高橋（英）

メンバー

高橋（英）・横井（拓）・

大西・関谷

グループ交流促進

リーダー：大西

メンバー

大西・髙橋（英）・

高橋（拓）・松田・原澤

産業医・

労働衛生コンサルタント

和田学先生

管理栄養士：板西先生

産業ｶｳﾝｾﾗ-：和田先生

ｶｲﾛﾌﾟﾗｸﾀｰ ：朝長先生



健康投資
健康投資効果

健康投資施策の取組状況に
関する指標

従業員の意識変容・行動変
容に関する指標

健康関連の最終的な 目標
指標

健康経営で解決
したい経営課題

◇健康経営課題◇

肥満に繋がる
生活習慣の改善
①運動と食事
②喫煙率低下

こころと身体の健
康維持

①メンタルヘルス
②エンゲージメント
③ワークライフバラ

ンス

社員全員の幸福度
向上

①やってみよう
②ありがとう
③なんとかなる
④ありのままに

食生活改善対策

定期的な
食生活セミナー

運動習慣対策

インセンティブ
施策

データヘルス施策

喫煙対策

禁煙プログラム提供
禁煙チャレンジ制度

エンタルヘルス
エンゲージメント

対策

幸福度診断
Well-beingカード
メンタルヘルス研修

ワークライフ
バランスの推進

管理栄養士によ
る食生活改善指

導

週に１日３０分
運動

各種グループ推進

禁煙チャレンジ
制度実施

ラフールサーベ
イ個人実施率向

上

全体会議実施
対話の質量向上

 有給取得率向上
連続年次有給推

進

健全な食生活
比率の向上

運動習慣比率の向上

29.8→50%へ

喫煙率の低下
25.5→15%へ

メンタル
フィジカル

エンゲージメント
スコア向上

グループ交流関係
性の向上

早期退社日の実践
有給取得率向上

生活習慣病予防
肥満者の減少

①腹囲基準
超過比率の減少

36→26％へ

②脂質検査
超過比率の減少

21→15％へ

社員全体の
パフォーマンス

向上

プレゼンティズム

10％削減

従業員の幸福度
向上

エンゲージメン
トスコア
30％向上

経営理念
お客様第一主

義
安全安心を守

る
働き甲斐のあ
る会社を掲げ
る企業として

その土台とな
る従業員の健
康に対し会社
と一人ひとり
が共に責任を

果たし

皆が心身とも
に健康で活き
活きと働ける
会社を目指す

健康経営戦略マップ



健康経営取組みの全体像（２０２３年度）
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